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は  じ  め  に 

「オレンジパワープランⅡ～２０１３～」策定と実現に向けて 

 

  有田地方の全ての住民が共に支え合いながら希望や生きがいを持ち、それぞれのライフステー

ジに応じて、健康で心豊かに生活できる社会を実現することができるよう、健康増進の推進を図る

ための基本的な計画である第２次健康増進計画「オレンジパワープランⅡ～２０１３～」を住民や専

門家等による助言を得ながら、圏域各市町と湯浅保健所の協同で策定しました。 

第２次計画の圏域版では、４つの健康分野「栄養・食生活」、「こころの健康づくり」、「嗜好品（酒・

たばこ）」、「健康管理」について、１０年後の住民１人１人が健康だと思える町づくりを視野に入れて、

過去の実績・現状等から新たな課題目標や目標値を設定し、これらの課題目標の達成に向けて個

人ができること「行動目標」、社会ができること「支援目標」について具体的な取組内容を設定しまし

た。また、各市町の健康増進計画についても同様に新たな健康目標や目標値を設定し、目標達成

に向けての具体的な取組内容を設定しました。 

 第１次計画を策定した１０年前に比べ、生活環境が大きく変化し、急激な少子高齢化が進んだこと

に伴い疾病構造も変化してきました。国の「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本

的な方針～健康日本２１（第２次）～」では、これらの変化を受け新たな項目として生活習慣病の一

つである COPD（慢性閉塞性肺疾患）や運動器の障害により介護になるリスクの高い状態のことで

あるロコモティブシンドロームの認知度の向上が加えられており、「オレンジパワープランⅡ～２０１３

～」においてもこれらの新項目を加えました。 

 また計画の愛称のオレンジは、有田地域の特産物であり親しみのあること、またその色が未来の

希望を連想させるぱっと輝く明るい色であることから、第２次計画にも残しました。 

 今後は、目標年とした平成３４年の最終評価に向けて、主役の住民と具体的に実施する市町、そ

して市町を支援する保健所も努力していきますので、皆様方のご理解、ご支援の程よろしくお願いし

ます。 

   

平成２６年３月 

               有田振興局健康福祉部副部長 

               湯浅保健所長 

               健康日本２１有田保健医療圏域計画・市町 健康増進計画策定委員会 

                     

会 長  狼谷 眞美子  

 

 

 

 

 

 



【計画の策定にあたって】  

 

計画策定の趣旨 

平成１５年度に１０か年計画として、有田地域の住民が健康で明るく元気に生活できる社会の実現

を目指して、総合的な健康の推進を図ることを目的に湯浅保健所と圏域の各市町とが協同で「第１次

オレンジパワープラン（有田圏域版及び各市町版健康増進計画）」（以下、第１次計画という）を策定し

ました。 

第１次計画の最終年である平成２４年度に、次の１０年先を見据えた次期計画を第１次計画と同様

に湯浅保健所と圏域の各市町とが協同で策定することが決定し、平成２５年度に最終評価のためのア

ンケート調査を実施して目標の達成状況や課題を把握しました。 

４つの健康分野「栄養・食生活」、「こころの健康づくり」、「嗜好品（酒・たばこ）」、「健康管理」それぞ

れについて、各市町住民代表・各市町関係職員・保健所関係職員・アドバイザーを含むワーキング部

会を設置して、アンケート調査結果をもとに検討を行い、「第２次オレンジパワープラン～２０１４～（有

田圏域版及び市町版健康増進計画）」（以下、第２次計画という）を策定しました。 

さらに、令和２年度には、これまでの「健康増進計画」としての位置づけに加え、新たに「食育推進計

画」を盛り込むことにより、食育の推進に向けた施策・事業の展開を図ることとしました。 
 

 

 

計画の位置づけ 

本計画は健康増進法第８条第２項の規定に基づく計画であり、国の「国民の健康の増進の総合的な

推進を図るための基本的な方針～健康日本２１（第２次）～」並びに和歌山県の「第３次健康増進計

画」とも対応した内容となっています。 

また、本計画は食育基本法第１８条に基づく計画であり、国の「第３次食育推進基本計画」並びに和

歌山県「第３次食育推進計画」との整合を図りながら、「食育」に関する取り組みを実施します。 

 

 

計画の期間 

この計画の期間は、平成２５年度を初年度とし、令和４年度を目標年度とする１０年間とします。  
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【第１次計画の評価と課題】 

 

評価の目的 

 第１次計画の課題目標の達成状況を確認し、解決された課題や残された課題を明確にし、第２次計

画に反映することを目的とします。 

この目的を達成するために、アンケート調査を平成２５年度に実施しました。アンケート調査の概要

は表１のとおりです。このアンケート調査では、新たな課題の抽出も目的にしています。 
 

 

表１ アンケート調査の概要 

調査内容 生活習慣全般 

対象者 湯浅保健所管内の 4 市町に在住する 20 歳以上の住民 

対象者数 2,926 人 

回答者数 1,537 人 

回収率 52.5% 

調査方法 

・無記名自記式 

・無作為抽出 

・配布・回収は郵送法 

調査期間 平成 25 年 5 月～6 月 

 

 

評価の方法 

 第１次計画で選定した４つの健康分野である「栄養・食生活」、「こころの健康づくり」、「嗜好品（酒・た

ばこ）」、「健康管理」それぞれについて課題目標ごとにその達成状況を評価します。 

 目標の達成状況については、４つの健康分野の２２指標５２項目について、「達成」、「順調に改善」、

「やや改善」、「横ばい・悪化」、「判定不能」の５つの判定区分（表２）を用いて評価しました。 

   

表２ 評価判定区分 

判定区分 判定基準 

◎達成 到達係数 １００以上 

○順調に改善 到達係数 ５０～９９ 

△やや改善 到達係数 １～４９ 

×横ばい・悪化 到達係数 ０以下 

－判定不能 データがないため、判定不能 

   到達係数 =
現状値−基準値の数値

目標値−基準値の数値
× １００ 
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評価の達成状況 

 第１次計画における２２指標５２項目の達成状況は表３のとおりです。 

５２項目のうち目標を達成したのは、たばこと脳卒中との正しい関係を知る者の割合、２０代の喫煙

率の割合（男性・女性）等の６項目（１１．５％）、順調に改善したものは、朝食の欠食率、地域活動への

参加者の割合等の１１項目（２１．２％）でした。やや改善したものは、牛乳・乳製品の摂取者の割合、

高血圧者の割合等の１１項目（２１．２％）でした。横ばい・悪化のものが最も多く、減塩している者の割

合、ストレスを感じている者の割合等の２１項目（４０．４％）でした。小中学生の肥満者と総コレステロ

ールの高い者の割合については、データがなく判定不能（５．７％）としました。 

 

表３ 評価の達成状況 

評価区分 該当項目数（割合） 

◎達成      6（ 11.5% ） 

○順調に改善     11（ 21.2% ） 

△やや改善     11（ 21.2% ） 

×横ばい・悪化     21（ 40.4% ） 

－判定不能      3（  5.7% ） 

合   計     52（100.0% ） 

 

 

 達成状況を４つの健康分野別にみると、以下のようになりました。割合（％）は領域の項目数に占め

る割合を示しています。  

 

【４健康分野２２指標５２項目の判定結果】 

健康分野 ◎達成 ○順調に改善 △やや改善 
×横ばい  

悪化 
－判定不能 計 

栄養・食生活 0 
1 

（5.6％） 

3 

（16.7％） 

12 

（66.7％） 

2 

（11.1％） 
18 

こころの健康づくり 0 
1 

（14.3％） 

2 

（28.6％） 

4 

（57.1％） 
0 7 

嗜好品（酒・たばこ） 
3 

（18.8％） 

5 

（31.2％） 

5 

（31.2％） 

3 

（18.8％） 
0 16 

健康管理 
3 

（27.3％） 

4 

（36.4％） 

1 

（9.1％） 

2 

（18.2％） 

1 

（9.1％） 
11 

合 計 
6 

（11.5％） 

11 

（21.2％） 

11 

（21.2％） 

21 

（40.4％） 

3 

（5.7％） 
52 
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評価

男 32.3％ 男 80％ 男 27.2％ ×
女 40.4％ 女 80％ 女 43.4％ △
男 39.0％ 男 80％ 男 41.7％ △
女 50.5％ 女 80％ 女 57.2％ △
男 29.9％ 男 80％ 男 29.0％ ×
女 41.4％ 女 80％ 女 40.0％ ×
男 63.0％ 男 80％ 男 53.0％ ×
女 65.0％ 女 80％ 女 65.0％ ×

３０代 25.5％ ３０代 20％ ３０代 25.7％ ×
４０代 32.6％ ４０代 20％ ４０代 35.2％ ×
５０代 25.8％ ５０代 20％ ５０代 34.8％ ×

小学生 1.93％ 小学生 1％ 小学生 － 判定不能
中学生 1.38％ 中学生 1％ 中学生 － 判定不能

男 72.2％ 男 85％ 男 70.2％ ×
女 76.7％ 女 85％ 女 72.4％ ×
男 28.3％ 男 50％ 男 23.6％ ×
女 29.1％ 女 50％ 女 26.0％ ×

＊朝食・食事バランス・肥満について＊

＊その他＊

・栄養士等の資質向上を図る研修会の開催（参加者は延765人）

 肥満度（過体重度）＝（実測体重（kg）－身長別標準体重（kg））／身長別標準体重（kg）×100
 この数値が20％以上であれば肥満傾向とされる。20％以上30％未満は軽度、30％以上50％未満は中程度、50％以上は高度の肥満と判定される。

　★　１日１回は楽しい雰囲気で食事する者の割合を増やそう

　　 ○　牛乳・乳製品を毎日食べる者の割合を増やそう

　 　○　３０代から５０代男性の肥満者の割合を減らそう

○

　　 ○　主食・主菜・副菜をそろえて食べる者の割合を増やそう

　・朝食欠食率は順調に改善されていたが、目標値には達していなかった。
　・食事のバランスは、「主食・主菜・副菜をそろえて食べる」、「緑黄色野菜を毎日食べる」について女性では横ばい・悪化、
    やや改善であったが、男性では横ばい・悪化であった。
　・楽しい雰囲気で食事する者の割合は、男女ともに横ばい・悪化であった。

　★　食事をバランス良くとる者の割合を増やそう

達
成
状
況

・朝食についての講習会開催と料理教室で簡単朝食メニューの
  紹介、カルシウム摂取量を増やす栄養指導の実施と牛乳・乳
  製品を使った料理教室の開催（参加者は延1,226人）

H25年度の現状値
H24年度
の目標値

◆　課　題　目　標　◆

・地域住民を対象とした栄養・運動・休養指導の実施（参加者は
  延 3,734人）

平成25年度
アンケート

調査

・乳幼児の保護者に対する食育事業の実施（38回、参加者は
  延977人）

・野菜摂取量増加のために野菜料理「プラス1皿」の啓発
  （毎年実施）

テーマ

1次計画時
の値

栄養・食生活

　 　○　緑黄色野菜を毎日食べる者の割合を増やそう

ちゃんと食べること、身体づくりの基本です

◆　事　業　実　績　◆

　★　朝食をとらない者の割合を減らそう

・食生活改善推進員養成講座（すこやか教室）の開催（30回、
  参加者は延308人）

・生活習慣病予防のための栄養教室や講演会の開催、健康相
  談の実施（参加者は延20,509人）

※小中学生の肥満度については、平成18年に「児童生徒の健康診断マニュアル（改訂版）（平成18年3月財団法人日本学校保健会作成、
　 文部科学省監修）により示された判定方法（下記の方法）に変更された

◆　現　状　と　課　題　◆

【朝食欠食率について】
順調に改善しているが、性別年代別にみると20代男性が32.1％と最
も高かった。女性よりも男性の朝食欠食率が高いので、男性にも講
習会開催について広く周知していく必要がある。

【食事バランスについて】
「牛乳・乳製品を毎日食べる者」、「緑黄色野菜を毎日食べる者（女
性）」の割合はやや改善していた。カルシウム摂取量を増やすため
の栄養指導の実施・料理教室の開催、野菜料理「プラス1皿」の啓発
等の効果であると考えられる。「食塩を控える者」の割合は、横ばい・
悪化であった。意識的に食塩を控えているのは男性29％、女性40％
で女性の方が減塩を意識していた。「主食・主菜・副菜をそろえて食
べる者」の割合は、男女ともに横ばい・悪化であった。男女別の割合
をみると、女性に比べて男性の食事バランスが悪い。女性だけでな
く、男性にも積極的に啓発していく必要がある。

【男性肥満者について】
横ばい・悪化であった。男性肥満者は50代が34.8％と、10年前に比
べて9ポイント増加しており、同年代女性肥満者の割合11.3％の約3
倍であった。栄養面だけでなく、運動・休養の面からも指導していく
必要がある。

【食事の雰囲気・時間について】
「楽しい雰囲気で食事する者」、「ゆっくり食べる時間をとる者」の割
合は男女ともに横ばい・悪化していた。この10年間に有田地域で
は、1人暮らしや夫婦のみの世帯が増加してきたことに伴って孤食が
増加しており、これらが目標達成できなかった理由の1つとして考え
られる。今後は、地域全体での仲間づくりの機会の提供等、食生活
環境の変化に応じた取り組みをしていく必要がある。

　　 ○　小中学生の肥満者の割合を減らそう※

5.6％

・学校や保育所と連携した子ども達や親への食育事業の実施
  （87回、参加者は延2,526人）

圏　域　＜　１ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 の 達 成 状 況　＞

圏 域 の 事 業 実 績 と 課 題

　★　ゆっくり食べる時間をとる者の割合を増やそう

5％
平成25年度
アンケート

調査

　 　○　食塩を控える者の割合を増やそう

6.6％

平成25年度
アンケート

調査



男 27.2％ 男 50％
女 43.4％ 女 60％
男 41.7％ 男 65％
女 57.2％ 女 80％
男 29.0％ 男 50％
女 40.0％ 女 60％
男 53.0％ 男 65％
女 65.0％ 女 80％

３０代 25.7％ ３０代 20％
４０代 35.2％ ４０代 25％
５０代 34.8％ ５０代 25％

小学生 7.6％ 小学生 5％

中学生 10.7％ 中学生 5％
男 70.2％ 男 85％
女 72.4％ 女 85％
男 23.6％ 男 40％
女 26.0％ 女 40％

♪バランスの良い食事を１日３食きちんと食べる

♪野菜を毎日両手いっぱい、緑の野菜を忘れずに食べる

♪野菜の旬を知る

♪牛乳・乳製品を毎日食べる

♪スポーツドリンクや清涼飲料水の摂りすぎに気をつける

♪だし本来の味を知り、薄味で素材の味を大切にする

♪栄養に関心を持ち、食事作りにチャレンジする ♪減塩や低脂肪などの食事を提供する飲食店を増やす

♪乳幼児期からの食習慣に気をつける ♪外食店、市販食品の栄養成分表示を促進する

♪子どもと食事作りをする機会を増やす

♪軟らかい食事だけでなく、硬い物も食べる

♪果物の適切な摂取量を知り、適切な量を摂るようにする

♪スナック菓子の摂りすぎに気をつける

♪栄養成分表示を見る機会、見る力を作る

♪親世代についても子どもと一緒に食育について学ぶ機
   会を作る

※小中学生の肥満度については、平成18年に「児童生徒の健康診断マニュアル（改訂版）」（平成18年3月財団法人日本学校保健会作成、
   文部科学省監修）により示された判定方法（下記の方法）に変更された

　  ○　３０代から５０代男性の肥満者の割合を減らそう

　　○　小中学生の肥満者の割合を減らそう

　★　１日１回は楽しい雰囲気で食事する者の割合を増やそう

　★　ゆっくり食べる時間をとる者の割合を増やそう

　　○　主食・主菜・副菜をそろえて食べる者の割合を増やそう

平成25年度
アンケート

調査

♪料理教室開催について広く周知し、たくさんの方に参加
   してもらう

♪独居老人、高齢者を対象にした楽しく食事できる場を提
   供する

♪保育所、幼稚園、学校教育などと連携し、小さい時から
   心身の健康づくり「食育」に努める

　★　朝食をとらない者の割合を減らそう

栄養・食生活

健
康
課
題

◆　 課　題　目　標　 ◆

テーマ ちゃんと食べること、身体づくりの基本です

　・中年男性の肥満者の割合が高い
　

　・バランス良い食生活をしている者の割合が低い             ・楽しい雰囲気で食事する者の割合が低い

　・食塩を控える者の割合が低い                                    ・ゆっくり食べる時間をとる者の割合が低い

R4年度
目標値

2次計画時の値

平成25年度
アンケート

調査

新方法※
による
肥満度

平成２５年度
アンケート調査5.6％ 5％

圏　域　＜　２ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 値　＞

圏　域　の　取　り　組　み

　肥満度（過体重度）＝（実測体重（kg）－身長別標準体重（kg））／身長別標準体重（kg）×100
  この数値が20％以上であれば肥満傾向とされる。20％以上30％未満は軽度、30％以上50％未満は中程度、50％以上は高度の肥満と判定される。

◆　社　会　の　取　り　組　み　◆◆　個　人　の　取　り　組　み　◆

　　○　緑黄色野菜を毎日食べる者の割合を増やそう

　  ○　牛乳・乳製品を毎日食べる者の割合を増やそう

　  ○　食塩を控える者の割合を増やそう

　★　食事をバランス良くとる者の割合を増やそう
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評価

＊ストレス・休養について＊

＊地域活動について＊

＊その他＊

・老人クラブ活動の強化推進支援（H18年度、H19年度実施）

24.0％

◆　事　業　実　績　◆

【ストレスについて】
男女とも20代から40代でストレスを感じている者の割合が高
い。ストレス対処能力を習得するためのメンタルヘルスセミ
ナーや働き盛りのための心の健康づくりセミナーを開催した
が、参加者が少なかった。今後はメンタルヘルスセミナー等の
開催について広く周知し、多くの方に参加してもらう必要があ
る。

【休養について】
睡眠による休養が十分取れている者については、男女とも40
代が最も低いが、男性が18.2％に対して女性は7.7％と男女で
差が大きかった。ストレス対策と同様に睡眠や休養の確保に
ついての健康教育をより一層推進していく必要がある。「心の
底から笑えることがあった者」の割合は、やや改善していた。
笑いは休養のバロメータ、今後も笑える機会の増加に取り組
む必要がある。

【地域活動・心の健康状態について】
「地域活動に参加する者」の割合は順調に改善しており、「心
の健康状態」はやや改善していた。高齢者の多い本圏域で
は、皆が地域活動に参加することが重要であるとともに、心の
健康状態の現状値は60.5であるが、希望する心の健康状態
は87であるので、今後も取り組んでいく必要がある。

　★　２０代から４０代の大いにストレスを感じている者の
       割合を減らそう

H24年度
の目標値

H25年度の現状値

・医師・臨床心理士等の専門家による家族の方を対象にした
  支援方法についての学習会の開催
  （12回、参加者は延248人）

　・ストレスを感じている者の割合は、横ばい・悪化であった。特に、20代～40代男女でストレスを感じている者の割合
　 が高かった。
　・睡眠時間が7時間未満の者の割合は横ばい・悪化、40代女性の睡眠による休養が十分取れている者の割合は減
　 少していた。
　・生活に笑いを感じる者の割合は、やや改善していた。

・精神科医師による「こころの健康相談」の実施
  （利用者は延583人）

・メンタルヘルスセミナー（ストレス対策として平成22年度か
  ら開始）や心の健康講座の開催 （27回、参加者は延1,459
 人）

・事業所従業員を対象とした「働き盛りのための心の健康づ
  くりセミナー」の開催（参加者は87人）

・病気の理解を深め、より良い支援提供を目的としたボラン
  ティア養成研修会の開催（2回、参加者は延33人）

　★　４０代女性の睡眠による休養が十分取れている者の
       割合を増やそう

テーマ 疲れたらストレスためずに心身共に休養をこころの健康づくり

達
成
状
況

◆　課　題　目　標　◆
1次計画時

の値

・社会復帰への最初のステップを担う精神デイケア教室の
  実施（322回）

80

20％23.0％ 23.8％

◆　現　状　と　課　題　◆

61.8％

　★　心の健康状態を上げよう

7.7％

20％

25％

○

×

50％

75％

27.6％

中央値　53

62.3％

67.0％

45.0％

9.8％

圏　域　＜　１ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 の 達 成 状 況　＞

圏 域 の 事 業 実 績 と 課 題

　★　過去１ヶ月に外出や人に会うのがおっくうになると
        いった抑うつ状態になる者の割合を減らそう

　★　睡眠時間が７時間未満の者の割合を減らそう

　★　過去１ヶ月で心の底から笑えることがよくあった、時々
        あったと答える者の割合を増やそう

　★　地域活動に参加する者の割合を増やそう

平成25年度
アンケート

調査

×

×

×

△69.1％

60.5

68.5％

△

65％



♪自分にあったストレス解消法をみつける ♪身近なこころの健康相談窓口を広く周知する

♪楽しめる趣味を持つ

♪ストレスと上手につき合う
♪心の健康について正しい知識を普及・啓発する

♪良質な睡眠をとる（自分にあった睡眠のスタイルをみつ
　 ける） ♪ゲートキーパー等の人材育成に取り組む

♪朝日をあびる ♪地域における仲間づくりを支援する

♪1日1回笑顔になる ♪あいさつ、声かけ、誘いあい運動を推進する

♪くよくよせず前向きに考えるようにする ♪ボランティア活動を支援する

♪コミュニケーションをこころがける（家庭、職場、近所など）

♪独居高齢者、ひきこもり等の見守りを支援する

♪社会活動に参加する ♪関係機関と連携し、心の健康ネットワークづくりに取
　 り組む

♪心がしんどくなれば、相談機関や専門医にかかる

圏　域　＜　２ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 値　＞

・ストレスを感じている者の割合が高い　　　　　　　　・地域活動に積極的に参加する者の割合をさらに高める
・睡眠により休養が取れている者の割合が低い　　 ・心の健康状態をさらに上げる
・笑えることがあった者の割合をさらに高める

70％

75％

70％

70

20％

20％

61.8％

◆ 　課　題　目　標　 ◆

27.6％

23.8％

平成２５年度
アンケート

調査

　★　心の健康状態（幸福感）を上げよう

　★　過去１ヶ月に外出や人に会うのがおっくうになると
        いった者の割合を減らそう

　★　過去１ヶ月で心の底から笑えることがよくあった、
        時々あったと答える者の割合を増やそう

R4年度
目標値

◆　個　人　の　取　り　組　み　◆ ◆　社　会　の　取　り　組　み　◆

60.5

57.3％

圏　域　の　取　り　組　み

　★　４０代女性の睡眠による休養が十分・まあまあ取れ
        ている者の割合を増やそう

69.1％

♪規則正しい生活リズムをこころがけ、何事（食事・睡眠・
   運動）も自分の適量を守る

♪ストレス対策や、睡眠や休養の確保についての健
   康教育を推進する

♪安心して外出できる環境作り（公園の整備、遊歩道
   の設置等）を推進する

こころの健康づくり

健
康
課
題

テーマ 自分にあったストレス解消法で、こころに休養を！

　★　地域活動に参加する者の割合を増やそう

　★　２０代から４０代の大いにストレスを感じている者の
        割合を減らそう

２次計画時の値
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評価

76.4％ 90％ 83.3％ ○

45.0％ 60％ 54.5％ ○

49.4％ 80％ 60.2％ △

31.8％ 70％ 46.5％ △

28.8％ 50％ 51.2％ ◎

25.5％ 50％ 26.2％ △

62.4％ 90％ 71.7％ △

22.8％ 50％ 36.2％ △

男 63.4％ 男 55％ 男 32.1％ ◎

女 18.2％ 女 12％ 女 10.7％ ◎

男 74.7％ 男 50％ 男 56.5％ ○

女 44.5％ 女 20％ 女 32.2％ ○

男 5.8％ 男 3％ 男 7.0％ ×
女 2.5％ 女 1％ 女 3.5％ ×

＊たばこについて＊　

＊アルコールについて＊

・地域住民へのアルコール予防啓発（9回、参加者は延464人）

【たばこについて】
「たばこと病気の正しい関係を知る者」の割合については、た
ばこと脳卒中との関係が目標達成しており、その他も順調に
改善、やや改善であった。しかし、達成していても50％台であ
り、更なる知識の獲得が必要である。20代の喫煙率は男女と
もに目標を達成していた。これは、未成年のうちから防煙（喫
煙防止）教室でたばこの害についての知識の普及に取り組
んだためと考えられる。たばこを1日に20本以上吸う人は、1
次計画時（男性74.7％、女性44.5％）に比べて平成25年度
（男性56.5％、女性32.2％）、1日に20本未満の人は、1次計
画時（男性25.3％、女性55.5％）に比べて平成25年度（男性
40.9％、女性67.8％）、喫煙率は1次計画時（男性48.8％、女
性10.1％）に比べて平成25年度（男性28.9％、女性6.8％）で
あり、喫煙する人と喫煙本数が減ってきている。しかし、喫煙
率や1日20本以上喫煙している者の割合は更に低くする必要
があると考える。

【アルコールについて】
適度の飲酒量を知っている者の割合（女性）は順調に改善し
ていたが、3合以上飲酒する者は横ばい・悪化であった。改
善ができなかった背景には、アルコールの害を知る者の割合
が低いことが考えられる。喫煙同様に未成年のうちからの対
策が重要であり、未成年の対策と多量飲酒の予防教室に取
り組んでいく必要がある。

　★　１日２０本以上喫煙している者の割合を減らそう

◆　事　業　実　績　◆ ◆　現　状　と　課　題　◆

・小中学生や高校生等の未成年者を対象としたアルコール予
  防教室の開催（H18年度とH19年度は高校、H22年度とH24
  年度は中学校、H23年度は小学校で実施）

・禁煙に積極的に取り組んでいる施設には禁煙宣言ステッ
  カーを配付（H17年度から毎年実施）

・5/31の世界禁煙デーには多くの地域住民が利用するスーパ
  ーマーケット等において禁煙啓発を実施（毎年実施）

・地域での喫煙防止教育の指導者に対するスキルアップのた
  めの研修会の開催（3回、参加者は延71人）

・高校生や地域住民を対象として、高校文化祭やイベント等を
  利用した禁煙啓発やスモーカーライザーによる呼気一酸化
  炭素濃度の測定の実施（19校、12回、参加者は延4,544人）

・小中学生や保護者を対象として、たばこの健康への影響に
  ついての教育指導を行う防煙（喫煙防止）教室の実施（117
  回、参加者は延8,283人）

圏　域　＜　１ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 の 達 成 状 況　＞

圏 域 の 事 業 実 績 と 課 題

H25年度の現状値

平成25年度
アンケート

調査

嗜好品（酒・たばこ）

達
成
状
況

◆　課　題　目　標　◆

　★　たばこと病気の正しい関係を知る者の割合を増やそう

テーマ 防煙！禁煙！適正飲酒！

1次計画時
の値

H24年度
の目標値

　・たばこの害については、目標達成もしくはやや改善していた。
　・20代の喫煙率は、男女ともに目標を達成していた。20代だけでなく男女とも各年代で喫煙率が低くなっていた。
　・１日２０本以上喫煙する者の割合は、男女とも順調に改善されていた。喫煙率の低下とともに本数も減っていた。
　・多量飲酒する者の割合は、男女ともに横ばい・悪化であった。

　　○　肺がん

　　○　喘息

　　○　気管支炎

　★　３合以上飲酒する者の割合を減らそう

　　○　胃潰瘍

　　○　心臓病

　　○　歯周病

　　○　脳卒中

　★　２０代の喫煙率を減らそう

　　○　妊婦への悪影響

×

○

48.6％

67.4％

男

女70％

男

女

50.5％

62.1％

　★　適度の飲酒量(１合程度)を知っている者の割合を増や
        そう

男

女

70％



・たばこの害を知る者の割合をさらに高める 　・アルコールの害を知る者の割合が低い
・若者の喫煙率をさらに減らす 　・若者の飲酒率が高い
・喫煙者の中で１日２０本以上喫煙している者の割合をさらに減らす　・多飲酒する者の割合が高い

65.9％ 平成２６年度
アンケート調査 80%

83.3％ 95%
54.5％ 90%
60.2％ 80%
46.5％ 70%
51.2％ 80%
26.2％ 50%
71.7％ 80%
36.2％ 50%

男 32.1％ 男 20%
女 10.7％ 女 5%
男 56.5％ 男 30%
女 32.2％ 女 20%

中３ 3.9％ 中３ 半減させる
高３ 7.1％ 高３ 半減させる

76.0％ 85%

58.9％ 80%

29.4％ 50%

24.8％ 80%

78.8％ 85%

47.4％ 90%
男 48.6％ 男 70%
女 67.4％ 女 80%
男 7.0％ 男 3%
女 3.5％ 女 1%

中３ 20.9％ 中３ 半減させる
高３ 32.5％ 高３ 半減させる

♪たばこやアルコールの害について正しい知識を身につける ♪たばこの害について正しい知識を普及する

♪好奇心からたばこやアルコールを摂取しないようにする

♪禁煙・分煙に協力する

♪たばこの本数を減らす

♪たばこやアルコールに代わるストレス解消法を見つける ♪アルコールの害について正しい知識を普及する

♪禁煙教室など積極的に参加する

♪未成年が喫煙・飲酒していたら注意する

♪適度な飲酒量を守る

♪未成年に喫煙・アルコールを勧めない

※H２５年度の現状は肺がんのみの結果です

２次計画時の値

♪学校と連携し、未成年の禁煙・禁酒対策、保護者へ
   の教育を推進する

　　○　心臓病

★　１日２０本以上喫煙している者の割合を減らそう

★　未成年の喫煙をなくす

★　アルコールと病気の正しい関係を知る者の割合を増やそう

平成２６年度
アンケート

調査

　　○　妊産婦への悪影響

嗜好品（酒・たばこ）

健
康
課
題

◆ 　課　題　目　標　 ◆

★　たばこと病気の正しい関係を知る者の割合を増やそう

テーマ

　　○　がん（食道・大腸・乳）

防煙！禁煙！適正飲酒！

R4年度
目標値

　　○　妊産婦への悪影響

　　○　脳血管疾患

圏　域　＜　２ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 値　＞

圏　域　の　取　り　組　み

　　○　ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

平成２５年度
アンケート

調査

★　２０代の喫煙率を減らそう

　　○　がん（肺・喉頭・胃）※
　　○　喘息

　　○　歯周病

　　○　心臓病

　　○　肝臓病

　　○　こころの病（アルコール依存症）

★　３合以上飲酒する者の割合を減らそう

★　未成年の飲酒をなくす

◆　個　人　の　取　り　組　み　◆

平成２５年度
アンケート

調査

　　○　胃潰瘍

♪地域の禁煙・分煙を推進し、分煙等社会的ルールを
　 啓発する

　　○　気管支炎

★　適度の飲酒量(１合程度)を知っている者の割合を増やそう

平成２６年度
アンケート調査

平成２６年度
アンケート調査

　　○　脳疾患（アルコール性認知症）

◆　社　会　の　取　り　組　み　◆
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評価

判定不能

平成19年度
基本健康診査 ◎

平成24年度
特定健康診査

×
×
○
◎
◎

＊運動・生活習慣病予防について＊

＊検診について＊

＊歯科について＊

・歯周疾患検診の通知及び実施（対象者は延1,010人）

＊その他＊

・ウォーキング、体操、エアロビクス、筋力トレーニング等の運
  動教室やウォーキングイベントの開催（1,818回、参加者は
  延27,678人）

・生活習慣病予防の出前健康講座の実施（14回、参加者は
  延799人）

・一般健康相談窓口の開設、身近な相談窓口を提供（毎年実
　施）
・地域でキーパーソンになる者への生活習慣病予防、栄養・運
  動・休養、健診等についての講習会の実施（5回、参加者は
  延219人）

　 ４０歳～６９歳（子宮がん検診は２０歳～６９歳）・男女ごとに、上記の計算式で算出した人数を推計対象者数とする（各係数は直近の国勢調査の
   報告人数を用いる）

・乳幼児健康相談の実施（参加者は延3,000人）

・専門家による生活習慣病予防教室の実施（15回、参加者は
  延505人）

・保育所児や保護者を対象として、歯科健康教育の実施
  （53回、参加者は延2,003人）

・寝たきり等の難病患者への訪問歯科検診・口腔保健指導の
  実施（3回、延8人）

※平成１９年から総コレステロール値が脂質異常症の診断基準から外され、新たにLDLコレステロールとHDLコレステロール値が加えられた

　　　推計対象者数　＝　市区町村人口　－　（　就業者数　－　農林水産業従事者数　）
　 平成２４年以降は、推計対象者数を用いた検診受診率を求めることになる

※推計対象者数による検診受診率は、平成２２年国勢調査により報告された人数により算出された推計対象者数を用いて求めた平成２４年度がん
   検診受診率（未確定）

14.8％

※平成１９年に基本健康診査が廃止され、平成２０年から新たに特定健康診査が開始された

　　（世界保健機関（WHO）と国際高血圧学会（ISH））　

※高血圧の基準：収縮期血圧140mmHg以上、拡張期血圧90mmHg以上のいずれか一方または両方を満たす

【運動について】
「週2回以上運動する者」の割合については、順調に改善してい
た。しかし、運動を現在はしていない・全くしたことがない者の割
合は、男性34.7％、女性38.7％であり、全く運動していない者に
対する運動効果についての知識の普及、動機付けの機会の提
供を行っていく必要がある。開催予定のウォーキングイベント等
について、今までに参加したことのない人に対して広く周知して
いく必要がある。

【検診について】
検診受診率について、基本健康診査・子宮頸がん・乳がん検診
は目標達成していた。基本健康診査は平成１９年に廃止とな
り、平成２０年から新たに開始された特定健康診査の受診につ
いて広く周知していく必要がある。がん検診については、大腸が
ん検診が順調に改善しているが、胃がん・肺がん検診は横ば
い・悪化であった。また、がん検診受診率については管内市町
で差が大きく、管内全市町における積極的な啓発の実施や、検
診体制の充実に取り組んでいく必要がある。総コレステロール
については、データがなく判定不能とした。高血圧者の割合に
ついては、やや改善されていた。しかし、まだ高率と考えられ
る。また、コレステロールは検査項目を新しくして、高血圧、脂質
異常症を含めた生活習慣病予防啓発とともに、幼児期からの健
康管理教育に取り組んでいく必要がある。

【歯科について】
歯科関係の割合については、順調に改善していた。性別年代
別にみても全てにおいて自身の有する歯の本数が１０年前より
も増えていた。しかし、2割では十分と言えず、今後も取り組ん
でいく必要がある。

　★　デンタルフロスや歯間ブラシを使う者の割合を増やそう

・検診受診のためのウェットティッシュの作成・配布による啓発

◆　事　業　実　績　◆ ◆　現　状　と　課　題　◆

　★　コレステロールが高い者の割合を減らそう※

　　○　肺がん検診
15％

45.9％

　★　定期的に歯科検診を受ける者の割合を増やそう

　　○　乳がん検診

　　○　基本健康診査※

－

・特定健診や各種がん検診の実施と特定保健指導該当者へ
  の個別保健指導の実施及び検診結果説明会の開催

・生活習慣病予防の講演会の開催（7回、参加者は延480人）
  と生活習慣病予防のためのリーフレットの作成・配布による
  啓発（2,900事業所と690世帯）

○42.3％

12.7％
16.3％

32.2％

12.2％

20％
18％

21.9％

23.4％

　★　検診受診率を上げよう

39.2％

　　○　胃がん検診

　　○　子宮頸がん検診
　　○　大腸がん検診

17.4％

　　○　特定健康診査※

○

平成25年度
アンケート

調査

○

22％

30％

1次計画時
の値

30％

20％12.7％

H25年度の現状値

　・高血圧者の割合は減少していた。コレステロールについてはデータがないため判定不能となった。
　・検診受診率は、横ばい・悪化であった。胃がん・肺がん検診以外は、目標達成もしくは順調に改善していた。
　・歯の健康維持については、順調に改善していた。

　★　週２回以上意識的に運動する者の割合を増やそう

　★　血圧が高い者の割合を減らそう※ 42.8％

34.6％

△

平成25年度
アンケート

調査

H24年度
の目標値

50％

20％

圏　域　＜　１ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 の 達 成 状 況　＞

20％

平成24年度
特定健康診査

10.4％10.4％

◆　課　題　目　標　◆

テーマ 検診受けて積極的に健康管理健康管理

達
成
状
況

圏 域 の 事 業 実 績 と 課 題

32.8％

28.2％

平成23年度
地域保健・
健康増進
事業報告

15％

14.2％ 28.8％

14.4％

18.5％



・検診受診率が低い

H29年度
現状値

男 10.0％ 男 　10.0％ 男 7％
女 16.9％ 女　 13.5％ 女 14％
男 8.7％ 男　　8.2％ 男 4.5％
女 1.6％ 女　　2.0％ 女 1.2％

平成２４年度
特定健康診査 32.7％

31.1％

24.2％

30.0％

64.0％

45.5％

♪自分にあった運動を楽しく継続する

♪意識的に体を動かす（歩く速度を速くする、座るより立
　 つ等）

♪ライフステージにあった運動を選択できる環境の確保
　（市町一斉ラジオ体操等）

♪生活に運動を取り入れて生活習慣病予防につなげる

♪検診を受けることを、生活習慣の中で位置づける

♪精密検査は必ず受けて、適切な治療をする
♪子供の頃からの健康管理教育を充実させる

♪休日の検診実施など、検診体制の充実を図る

♪歯ブラシや歯間ブラシを用いて、正しい歯の手入れを ♪精密検査未受検者の指導など、事後指導の徹底を図る
　 行う 　 

　 実行できるよう、健康教育の機会を充実させる

※高血圧の基準：収縮期血圧140mmHg以上、拡張期血圧90mmHg以上のいずれか一方または両方を満たす
　　（世界保健機関（WHO）と国際高血圧学会（ISH））　
※推計対象者数による検診受診率は、平成２２年及び平成２７年国勢調査により報告された人数により算出された推計対象者数を用い
　 て求めた平成２４年度及び平成２９年度がん検診受診率（未確定）
　　　推計対象者数 ＝ 市区町村人口 －（就業者数－農林水産業従事者数）  …各係数は直近の国勢調査による人数を用いる
　　４０歳～６９歳（子宮がん検診は２０歳～６９歳）・男女ごとに、上記の計算式で算出した人数を推計対象者数とする

♪歯の健康の必要性を認識し、定期的に歯科受診をし
   て健康管理をする

♪ロコモティブシンドロームの予防や運動の効果について
   知識を普及し、動機付けの機会を提供する

50％

圏　域　＜　２ 次 計 画 の 健 康 課 題 と 目 標 値　＞

圏　域　の　取　り　組　み

　★　LDLコレステロールが高い者の割合を減らそう
                                                      160mg/ｄＬ以上

　★　ＨDLコレステロールが低い者の割合を減らそう
                                                     　40mg/ｄＬ未満

♪運動は、１人よりも２人、２人よりも複数の人がいる場
　 所に出かけて行うことを心掛けよう

45％

　　○　乳がん検診

　　○　特定健康診査※

◆　個　人　の　取　り　組　み　◆

　★　検診受診率を上げよう

30％

30％

80％

30％

28.2％

　　○　大腸がん検診

　　○　子宮頸がん検診

健康管理は社会貢献、みんなで広げよう健康の輪

・意識的に運動する者の割合をさらに高める　　　　　 ・ロコモティブシンドロームを知っている者の割合が低い
・高血圧、脂質異常症の者が多い　　　　　　　　　　　 ・歯の健康維持を心がけている者の割合をさらに高める

平成２４年度
地域保健・
健康増進
事業報告

（推計対象者数
による受診率）

※

R4年度
目標値

42.3％

２次計画時の値

平成２５年度
アンケート調査

20％

60％

平成２４年度
特定健康診査

28.7％

33.5％

　★　デンタルフロスや歯間ブラシを使う者の割合を増やそう

32.2%

健康管理

健
康
課
題

◆ 　課　題　目　標　 ◆

　★　週２回以上意識的に運動する者の割合を増やそう

テーマ

　★　血圧が高い者の割合を減らそう※

　★　定期的に歯科検診を受ける者の割合を増やそう

　　○　肺がん検診

♪気軽に運動できる場をつくる（室内プール等ハード面の
   整備）

45％

60％

平成２５年度
アンケート調査

♪歯科検診の啓発を行い、歯の健康に関する知識を普及
   する

♪男女を問わず調理を楽しみ、高血圧や脂質異常症など
   の疾病と栄養の関係を理解するための健康教育を充実
   させる

　★　ロコモティブシンドロームを認知している者の割合
       を増やそう

7.8%
平成２５年度

アンケート調査

21.9％

　　○　胃がん検診

♪乳幼児から高齢者までが年代に応じた歯の手入れが

18.5％ 30％

◆　社　会　の　取　り　組　み　◆

13.2％

18.4％

18.6％

50.1％

36.9％
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